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（単位：千円）

電話番号

メールアドレス

Ａ

Ｂ’ Ｂ’’ Ｂ’’’ Ｂ’’’’

経済対策との関係
交付対象経

費

国のR3予算
分（交付限
度額①、
②、③、
④）

国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

国のR4予算
分（交付限
度額⑦）

国庫補助額

その他
（一般財源
や補助対象
外経費等）

合計  818,141  654,011  235,924  216,372  201,715  -  - 164,130 

1 R3 単 －
発達支援室
三密解消す
こやか事業

通常交付金 ○
③-Ⅰ-３．感染防止

策の徹底
○ － 530 530 530 - 

①発達障がいやことばの心配を抱える未就学児の増加に伴い、
現在の「こどもも」はコロナ禍においても密な状態が解消されず
運営を行わざるを得ない状況にある。現施設脇にプレハブを設
置し、教室内の収納荷物を搬出することで、プレイスペースを少
しでも広く確保し、新型コロナウイルス感染症拡大対策が徹底さ
れ対象児の支援に取り組む。
②③
・プレハブ約10㎡事務所レンタル・設置　250,000円
・電気料（プレハブ事務所）80,000円
・事務消耗品（整理棚、事務用品）150,000円
・電気撤去工事　30,000円
・電話撤去工事　20,000円
④発達障がい等を抱える未就学児と保護者

－ － － － R4.4 R5.3

現在、「発達支援室こどもも」のプ
レイルーム24.2㎡のスペースで、
親子教室を実施している。
　教室の参加者は最大16人（親子
12人、スタッフ４名）で1.5㎡/1人で
あるのが、プレハブ1基(10㎡)の設
置により1.9㎡/1人となり、一人あ
たりの空間が確保され、コロナウ
イルス感染症感染リスクを低減す
ることで、親子教室を年間で42回
開催する。

ＨＰへの掲載やリーフレット配付

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/94/1
6718.html

R4当初（地）

2 R3 単 －
伊達市設備
投資応援補
助金

通常交付金 ○
③-Ⅱ-１．安全・安心
を確保した社会経済

活動の再開
○ － 30,000 30,000 30,000 - 

①新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業者等
が、ポストコロナ社会を見据え競争力を高めるために行う、新技
術や新製品、新サービスの開発等新分野への進出を支援し、市
内経済の活性化を図る。
②③補助金1,000千円×30件＝30,000千円
　経費の３分の２を補助　補助上限1,000千円
④伊達市内にある中小企業・個人事業主

－ － － － R4.6 R5.2 制度利用件数30件 ＨＰへの掲載やリーフレット配付

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/20/4
6240.html

R4補正（地）

3 R3 単 －

小中学校特
別教室等エ
アコン設置
事業（第２
期）工事

通常交付金 ○
③-Ⅰ-３．感染防止

策の徹底
○ － 212,000 119,058 119,058 92,942 

①エアコンを設置し、マスク着用の新型コロナウイルス感染症対
策と熱中症予防の両立を図る。
②市内小中学校特別教室等へのエアコン設置工事費
③小学校＠5,300千円×33室＝174,900千円
　　中学校＠5,300千円× ７室＝37,100千円
　　（一般財源92,942千円充当）
④市内の小学校７校、中学校４校

－ － － － R4.10 R5.3
伊達市内の小中学校特別教室へ
のエアコン設置率100％

ＨＰ R4補正（地）

4 R4 単 ○

小中学校給
食費負担軽
減事業（物
価高騰分）

重点交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○

②エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に

伴う子育て世帯
支援

10,369 9,185 9,185 1,184 

①新型コロナウイルス感染症の影響と原油価格・物価高騰に伴
い学校給食の食材費が高騰する中、保護者負担を増やすことな
く、良質な給食を子ども達に提供する。
②給食費の減免に係る費用（教師やセンター社員を除く）
③【歳出】賄材料費　10,369,000円
[幼稚園]（中央給食センター分）＠16円×（児童120人＋教師20
人）×106回=237,440円・（伊達給食センター分）＠16円×（児童
45人＋教師4人）×107回=83,888円、[小学校]（中央給食セン
ター分）＠17円×（児童1,940人＋教師250人）×127回=4,728,210
円・（伊達給食センター分）＠17円×（児童660人＋教師56人）×
128回=1,558,016円、[中学校]（中央給食センター分）＠19円×
（児童1,080人＋教師110人）×125回=2,826,250円・（伊達給食セ
ンター分）＠19円×（児童280人＋教師25人）×128回=741,760
円、[センター職員]（中央給食センター分）＋検食＠17円×68人
×133回=153,748円・（伊達給食センター分）＋検食＠17円×17
人×136回=39,304円
【歳入】教師とセンター職員からの徴収分　1,184,713円
中央給食センター分　教師＠17円×380人×127回=820,420円、
センター職員＠17円×65人×133回=146,965円
伊達給食センター分　教師＠17円×85人×128回=184,960円、
センター職員分17円×14人×136回=32,368円
　歳出－歳入＝9,185,000円
④市内小中学校に通う児童の世帯

－ － － － R4.8 R5.3 対象世帯への支援率100％ 広報誌、学校でのお便り R4補正（地）

5 R4 単 ○

幼保給食費
負担軽減事
業（物価高
騰分）

重点交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○

②エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に

伴う子育て世帯
支援

2,494 2,407 2,407 87 

①新型コロナウイルス感染症の影響と原油価格・物価高騰に伴
い学校給食の食材費が高騰する中、保護者負担を増やすことな
く、良質な給食を子ども達に提供する。
②給食費の減免に係る費用（教師やセンター社員を除く）
③【歳入】学校給食費徴収金（公立園教師、センター社員）
87,000円
　【歳出】2,494,000円
公立園＠16円×37,343食=597,488円≒598,000円
私立園＠16円×118,449食=1,895,184円≒1,896,000円
　　歳出－歳入＝2,407,000円
④市内幼稚園や保育園に通う児童の世帯

－ － － － R4.8 R5.3 対象世帯への支援率100％ 広報誌、園でのお便り R4補正（地）

6 R4 単 ○

生活困窮者
に対する水
道基本料金
支援事業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 29,734 29,734 29,734 - 

①新型コロナウイルス感染症と原油価格・物価高騰の影響を受
けている生活困窮者の公共料金の負担軽減を図る。
②水道事業会計に繰り出し、水道料金の減免に係る費用、新た
に発生した業務へ対応するための体制拡充
③【還付】18,454,000円
　・13ミリ　660円/月×3,280世帯×６か月=12,988,800円
　・20ミリ　1,265円/月×720世帯×６か月=5,464,8000円
【給料（任用職員）】1,847,000円
153,900円×６か月×２人
【手当】894,000円
超勤（職員）+超勤（任用）+通勤（任用）
【社会保険料】483,000円
241,251円×２人=482502円
【消耗品費】32,000円
3,600円×８箱×1.1=31,680円
【印刷製本費】521,000円
案内書９円×8,000枚×1.1、申請書9.4円×8,000枚×1.1、返信
用封筒18.6円×8,000枚×1.1、送付用封筒22.1円×8,000枚×1.1
【通信運搬費】1,516,000円
84円×13,326通、99円×4,000通
【委託料】5,988,000円
企業会計システム改修　641,300円
水道料金システムデータ作成等業務　5,346,000円
④市民税非課税世帯・生活保護世帯・児童扶養手当受給世帯・
住民税均等割のみ課税世帯（※公共施設は含まない）

－ － － － R4.8 R5.3 対象者への支援率100％
ＨＰ、SNS、対象者へのリーフレット
配付

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/25/5
9830.html

R4補正（地）

小計　通常分　交付限度額①＋②＋③＋④
（国のR3予算）

通常分　交付限度額③
（令和4年４月以降補助裏分）（国のR3予算）

通常分　交付限度額④
（令和4年4月28日通知）（国のR3予算）

国のR3予算分（交付限度額①、②、③、④）

地方単独事業費

国庫補助事業費

235,924                                                                                  

-                                                                                                                                                    

 本省繰越希望額
（R4予備費により措置された通常交付金分交付限度額⑤に係る希望額）

-                                                                                                                                                    

-                                                                                                                                                    

201,715                                                                          

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

対象外経
費に臨時
交付金を
充当して
いない

交付対象経費

-                                                                                    

総務省

国のR4予算分(R4.4.28)（交付限度額⑤）

地方単独事業費

国庫補助事業費

交付金の区
分

種類

国のR4予算分（交付限度額⑦）

補
助
・
単
独

所
管

交付対象事
業の名称

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支

援

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

重点交付金分　今回配分予定額
（国のR4予算・交付限度額⑥）

Ｂ
協力要請推
進枠又は検
査促進枠の
地方負担分
に充当

⑨を選択した場合、より効果がある
と考える理由

総事業費

Ｃ Ｄ

福島県

伊達市

07213

健康福祉部新型コロナウイルス対策課

長谷川徳也

都道府県名

地方公共団体名

都道府県・市町村コード（５桁）

担当部局課名

担当者氏名

事業
終期

事業
始期

予算区分

備考②
（事業の終期が令和
５年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

基金
特定事業者
等支援

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

216,372                                                                                  

216,372                                                                                  

-                                                                                           

 本省繰越希望額
（R4予備費により措置された重点交付金分交付限度額⑥に係る希望額）

交付限度額計

-                                                                                    

個人を対象
とした給付

金等

650,241                                                                                                                                          

通常分　配分予定額計
（国のR4予算・交付限度額⑦）

-                                                                                                                                                    

通常分　今回配分予定額
（国のR3予算・交付限度額①、②、③、④）

232,154                                                                                                                                          

10,442                                                                                                                                            

216,372                                                                                                                                          

成果目標（可能な限り定量的指
標を設定）

地域住民への周知方法（HP,広報
紙など）

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

72,124                                                                                                                                            

216,372                                                                          

通常分　今回配分予定額
（国のR4予算・交付限度額⑤）

-                                                                                    

-                                                                                    

★★★★令和４年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金実施計画

024-572-5672 149,588                                                                                                                                          

corona@city.fukushima-date.lg.jp

通常分
既配分額（国のR3予算・交付限度額①、②、③、④）

重点交付金分
既配分額（国のR4予算・交付限度額⑥）

201,715                                                                                  

-                                                                                           

201,715                                                                                  

国庫補助事業費

通常分　今回配分予定額
（国のR4予算・交付限度額⑦）

通常分　配分予定額計
（国のR3予算・交付限度額①、②、③、④）

通常分　交付限度額⑤
（令和4年4月28日通知）（国のR4予算）

重点交付金分　交付限度額⑥
（令和4年9月20日通知）（国のR4予算）

通常分　交付限度額⑦
（令和4年12月補助裏分）（国のR4予算）

201,715                                                                                                                                          

通常分
既配分額（国のR4予算・交付限度額⑤）

移替先

通常分　交付限度額①
（令和3年度本省繰越分）（国のR3予算）

通常分　交付限度額②
（令和4年1～3月補助裏分）（国のR3予算）

-                                                                                           

地方単独事業費 -                                                                                           

通常分
既配分額（国のR４予算・交付限度額⑦）

-                                                                                    

重点交付金分　配分予定額計
（国のR4予算・交付限度額⑥）

201,715                                                                          

配分予定額計 650,241                                                                          

-                                                                                           

-                                                                                    

232,154                                                                          

235,924                                                                                  

通常分　配分予定額計
（国のR4予算・交付限度額⑤）

216,372                                                                          

国のR4予算分(R4.9.20)（交付限度額⑥）

地方単独事業費

国庫補助事業費 -                                                                                           

232,154                                                                          
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経済対策との関係
交付対象経

費

国のR3予算
分（交付限
度額①、
②、③、
④）

国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

国のR4予算
分（交付限
度額⑦）

国庫補助額

その他
（一般財源
や補助対象
外経費等）

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

対象外経
費に臨時
交付金を
充当して
いない

交付金の区
分

種類

補
助
・
単
独

所
管

交付対象事
業の名称

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支

援

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

Ｂ
協力要請推
進枠又は検
査促進枠の
地方負担分
に充当

⑨を選択した場合、より効果がある
と考える理由

総事業費

Ｃ Ｄ

事業
終期

事業
始期

予算区分

備考②
（事業の終期が令和
５年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

基金
特定事業者
等支援

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

個人を対象
とした給付

金等

成果目標（可能な限り定量的指
標を設定）

地域住民への周知方法（HP,広報
紙など）

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

7 R4 単 ○
福祉燃料等
生活支援給
付事業

通常交付金 ○

④-Ⅳ．コロナ禍にお
いて物価高騰等に直
面する生活困窮者等

への支援

○ － 128,085 82,587 82,587 45,498 

①新型コロナウイルス感染症と原油価格・物価高騰により影響
を受けている生活困窮者の支援
②市内の取扱店でガソリン等に利用できる助成券配布。新たに
発生した業務へ対応するための体制拡充
③【扶助費】117,000,000円
15,000円×7,800世帯
【印刷製本費】792,000円
券印刷 58.2円×7,800部×1.1=499,356円、添書10円×7,800部
×1.1=85,800円、利用店案内12円×7,800部×2回×1.1=205,920
円
【通信運搬費】5,148,000円
600円×7,800通×1.1
【給料（任用職員）】1,232,000円
153,900円×8か月=1,231,200円
【手当】3,278,000円
超勤（職員）+超勤（任用）+通勤（任用）+期末（任用）
【共済費】335,000円
【需用費】300,000円
④市民税非課税世帯・生活保護世帯・児童扶養手当受給世帯・
住民税均等割のみ課税世帯

－ － － － R4.9 R5.2 助成券の利用率100％
広報紙、対象者へのリーフレット配
付

R4補正（地）

8 R4 単 ○

公共交通運
行維持支援
事業（阿武
隈急行株式
会社）

通常交付金 ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○ － 56,857 56,857 56,857 - 

①第３セクター鉄道運行の確保・維持を図るため、新型コロナウ
イルス感染症の影響と原油価格高騰・物価高騰により、動力費
等の固定的経費の増加で経営に影響がでている事業者に対し
て支援を行う。
②動力費、維持・修繕費等の運行体制を確保するために要する
経費
③450,000千円*1/4（沿線自治体）*0.5054（本市）=56,857千円
④阿武隈急行㈱

－ ○ － － R4.7 R5.3 運行減便数０本 HP

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/92/5
8629.html

R4補正（地）

9 R3 単 －

小中学校食
育推進事業
（だてふるさ
とメニュー事
業）

通常交付金 ○
③-Ⅰ-４．事業者へ

の支援
○ － 3,740 3,305 3,305 435 

①新型コロナウイルス感染症の影響により、外食等の機会が減
少し需要が低下している地元産食材を学校給食で提供すること
で需要拡大を図り、農林水産物等生産者を支援するとともに、地
元の食材を小中学生にPRし魅力を発信する。
②学校給食において毎月１回（期間合計８回）、地元産食材を利
用した特別メニューを提供するための賄材料費。
③【歳入】学校給食費徴収金（教師、センター社員）435,000円
　【歳出】賄材料費　3,740,000円（給食費単価に100円上乗せ）
（100円×4,675食×８回）
　歳出－歳入＝3,305,000円
④市内農林水産業者

－ － － － R4.8 R5.3 市内産食材の利用率100％ ＨＰや学校でのお便り

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/64/4
7431.html

R4補正（地）

10 R3 単 －

幼保食育推
進事業（だて
ふるさとメ
ニュー事業）

通常交付金 ○
③-Ⅰ-４．事業者へ

の支援
○ － 1,166 1,126 1,126 40 

①新型コロナウイルス感染症の影響により、外食等の機会が減
少し需要が低下している地元産食材を学校給食で提供すること
で需要拡大を図り、農林水産物等生産者を支援するとともに、地
元の食材を園児にPRし魅力を発信する。
②幼稚園・保育園において毎月１回（期間合計８回）、地元産食
材を利用した特別メニューを提供する。
市立幼稚園・保育園は賄材料費。私立幼稚園・保育園には材料
購入補助金。
③【歳入】学校給食費徴収金（公立園教師分）　40,000円
　【歳出】賄材料費　279,200円≒280千円（給食費単価に100円
上乗せ×2,792食）、補助金　885,600円≒886千円※私立園
　　（給与費単価に100円上乗せ×8,856食）
　歳出－歳入＝1,126,000円
④市内農林水産業者

－ － － － R4.8 R5.3 市内産食材の利用率100％ ＨＰや学校でのお便り R4補正（地）

11 R3 単 －

教育委員会
事務局管理
費（修学旅
行等キャン
セル補助）

通常交付金 ○
③-Ⅰ-５．生活・暮ら

しへの支援
○ － 2,153 2,153 2,153 - 

①市内の小中学校が、令和４年度に予定していた修学旅行等
を、新型コロナウイルス感染症の影響により中止又は延期、行
先変更に要する経費を支払う。
②旅行業法（昭和27年法律第239号）に規定する旅行業者及び
旅行業者代理業者、修学旅行等において利用する予定であった
宿泊施設、交通機関等に支払うキャンセル料
③【企画変更料】
中学校2校　520,600円
　【実施未定分】
小学校2校　1,632,000円
④市内小学校19校、中学校2校

－ － － － R4.4 R5.3 対象学校への支援率100％ ＨＰや学校でのお便り R4補正（地）

12 R3 単 －

マイナン
バーカード
普及促進事
業

通常交付金 ○
③-Ⅱ-１．安全・安心
を確保した社会経済

活動の再開
○ － 17,980 17,980 17,980 

①新型コロナウイルス感染症拡大防止として、マイナンバーカー
ド普及を促進させ、非接触型の「新しい生活様式」確立を図る。
②支援団体に対する報償費、飛沫防止用パーテーション、マイ
ナ・アシスト導入費用
③【報償費】7,887,000円
【備品購入費】10,092,500円≒10,093,000円
④マイナンバーカード取得者

－ － － － R4.8 R5.3
マイナンバーカード取得率56％
（R5.3.31時点）

ＨＰへの掲載やリーフレット配付
市公式LINE・facebook

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/10/4
4539.html

R4補正（地）

13 R3 単 －

公共交通運
行維持支援
事業（タク
シー事業者）

通常交付金 ○
③-Ⅰ-４．事業者へ

の支援
○ － 14,140 14,140 14,140 - 

①新型コロナウイルス感染拡大による外出控えにより利用者が
減少し売り上げが落ち込んだ公共交通事業者に対して感染拡
大防止や運行維持等に係る経費を補助し、事業継続を支援す
る。
②事業継続支援金
③【バス支援金】140,000円／台×39台=5,460,000円
　【タクシー支援金】140,000円／台×62台=8,680,000円
④市内一般貸付旅客自動車運送事業者（貸切バス）及び一般
乗用旅客自動車運送事業者（タクシー）

－ － － － R4.9 R5.3
市内タクシー事業者の事業継続率
100％

HP、事業者に対し通知

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/86/4
3336.html

R4補正（地）

14 R3 単 －
公開型総合
マップ活用
推進事業

通常交付金 ○
③-Ⅰ-３．感染防止

策の徹底
○ － 4,025 4,025 4,025 - 

①新型コロナウイルス感染症拡大防止として、事業所や市民が
公開型ＧＩＳを利用して市が保有する情報を有効的に活用できる
環境を構築する。
②公開型GIS構築費用
③【電算業務委託料】
保守・運用　1,280,500円、構築・改修2,744,500円
④市民、事業者、市役所窓口

－ － － － R4.8 R5.3 オープンデータ項目数５項目 ＨＰ、広報紙 R4補正（地）

15 R3 単 －
伊達市抗原
検査キット配
付事業

通常交付金 ○
③-Ⅰ-１．医療提供

体制の強化
○ － 12,995 12,445 12,445 550 

①新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う医療ひっ迫を軽減す
るため、症状がある方で重症化リスクの低い者に対し、検査キッ
トを配付し早期感知による感染拡大防止を図る。
②抗原検査キット購入、新たに発生した一時的な業務へ対応す
るための体制拡充、周知広報費用
③・会計年度職員（3名）　240,254円≒241,000円
　・特殊勤務手当　3,000円×268工区=804,000円
　・会計年度職員通勤手当　18,400円≒19,000円
　・消耗品（検査キット含む）　10,595,000円
　・印刷製本費　786,000円
　・正職員（超勤）：549,524円≒550,000円（一般財源）
④・伊達市に住所を有する65歳未満
　・発熱等の症状があり新型コロナウイルス感染症が疑われる
方（濃厚接触者を含む）
　・重症化リスクに該当しない方
　・０歳から中学３年生までの児童

－ － － － R4.10 R5.1 抗原検査キット配付数11,000個 ＨＰ、SNS、広報紙、チラシ

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/92/6
0254.html

R4補正（地）

16 R3 単 －
信用保証料
補助及び利
子補給事業

通常交付金 ○
③-Ⅰ-４．事業者へ

の支援
○ － 21,162 21,162 21,162 - 

①新型コロナウイルス感染症による影響により経営が悪化して
いる中小企業等に対して、信用保証料を補助することにより、借
入時の負担を軽減し経営の支援・健全化を図る。
②補助金
③【信用保証料補助】14,845,000円
・既交付決定額：4,428,667円
・申請見込額：10,416,000円（＠248,000円×42件）
【利子補給】6,317,000円
・既交付決定額：2,899,484円
・申請見込額：3,417,000円（＠81,353円×42件）
④市内に事業所を有する事業者

－ － － － R4.4 R5.3
資金融資を受けた事業者への支
給率90％以上

ＨＰ、チラシ

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/20/4
0630.html

R4補正（地）
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経済対策との関係
交付対象経

費

国のR3予算
分（交付限
度額①、
②、③、
④）

国のR4予算
分（交付限
度額⑤）

国のR4予算
分（交付限
度額⑥）

国のR4予算
分（交付限
度額⑦）

国庫補助額

その他
（一般財源
や補助対象
外経費等）

Ｎｏ

国
の
予
算
年
度

対象外経
費に臨時
交付金を
充当して
いない

交付金の区
分

種類

補
助
・
単
独

所
管

交付対象事
業の名称

コロナ禍
において
原油価
格・物価
高騰等に
直面する
生活者や
事業者に
対する支

援

コロナ感染
症への対応
として必要
な事業

Ｂ
協力要請推
進枠又は検
査促進枠の
地方負担分
に充当

⑨を選択した場合、より効果がある
と考える理由

総事業費

Ｃ Ｄ

事業
終期

事業
始期

予算区分

備考②
（事業の終期が令和
５年３月を超えるこ
とが見込まれる場
合、その事情）

基金
特定事業者
等支援

事業の概要(①②③④を必ずそれぞれの項目毎に明記)
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

個人を対象
とした給付

金等

成果目標（可能な限り定量的指
標を設定）

地域住民への周知方法（HP,広報
紙など）

参考資料

備考①
（地方単独事業に関
連している国庫補助
事業がある場合、そ
の国庫補助事業名と

所管省庁名）

17 R3 単 －

利子補給基
金事業（令
和４年度新
規分）

通常交付金 ○
③-Ⅰ-４．事業者へ

の支援
○ － 15,872 10,000 10,000 5,872 

①新型コロナウイルス感染症による影響により、福島県緊急経
済対策資金融資制度「新型コロナウイルス対策特別資金」を令
和４年度内に融資を受けた市内事業者に対し、令和５年度以降
の利子補給基金を積み立て、継続して事業者支援を行う。
②基金積み立て
③既交付決定額：4,979,428円
　申請見込額：10,892,000円（R5：5,047千円、R6：4,467千円、R7：
1,378千円）
　（一般財源　5,872千円充当）
④福島県緊急経済対策資金融資制度「新型コロナウイルス対策
特別資金」を令和４年度に新規融資を受けた事業者

－ － － ○ R4.4 R5.4以降 対象者への支給率100% ＨＰ

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/20/4
0630.html

利子補給期間が３年
間であるため

R4補正（地）

18 R4 単 ○

令和４年度
子育て世帯
へのエネル
ギー・食料
品価格等高
騰対策特別
給付金

重点交付金 ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○

②エネルギー・
食料品価格等
の物価高騰に

伴う子育て世帯
支援

69,049 69,049 69,049 - 

①長期化する新型コロナウイルス感染症などにより、物価高騰
などに直面している中、児童の健やかな成長を支援するため、
市内在住の０歳から中学校３年生までの児童を養育している世
帯へ児童１人あたり10,000円を支給する。
②扶助費、報償費、需用費、委託料、新たに発生した一時的な
業務へ対応するための体制拡充
③

④０歳から中学３年生までの児童

－ － ○ － R4.11 R5.3
対象者への支援率100％
（給付辞退者含む）

HP、事業者に対し通知

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/94/6
2473.html

R4補正（地）

19 R4 単 ○

令和４年度
におけるエ
ネルギー等
高騰に対す
る高齢者施
設・事業所
への支援事
業

重点交付金 ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○

⑤医療・介護・
保育施設、公
衆浴場等に対
する物価高騰

対策支援

29,300 29,300 29,300 - 

①新型コロナウイルス感染症による電力・ガス・食料品等の物価
高騰による高齢者福祉・介護施設等に対する光熱費（電気・ガ
ス・灯油・食材購入費）の前年度差額分補助の行い、利用者や
事業者の負担軽減を図る。
②R4.4月～R4.9月までの光熱費（電気・ガス・灯油・食材購入費）
について、前年度同時期比負担増加額を算定基礎として、上限
を設定した上で、実負担額の１／2以内補助
③
・居宅支援・訪問系　100,000円×56事業所＝5,600,000円
・通所系　200,000円×29事業所＝5,800,000円
・看護・小多機　200,000円×７事業所＝1,400,000円
・入所系（小規模　地密特養、グループホーム等）　300,000円×
15事業所＝4,500,000円
・入所系（大規模）　1,000,000円×12事業所＝12,000,000円
④市内に高齢者福祉・介護施設等の施設を有する119事業所

－ － － － R4.11 R5.3 対象事業所への支援率100％ HP、事業者に対し通知 R4補正（地）

20 R4 単 ○

令和４年度
における保
育施設等に
対するエネ
ルギー物価
高騰対策支
援事業

重点交付金 ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○

⑤医療・介護・
保育施設、公
衆浴場等に対
する物価高騰

対策支援

2,915 2,915 2,915 - 

①新型コロナウイルス感染症による電力・ガス・食料品等の物価
高騰による私立保育園等に対する光熱費（電気・ガス・灯油・食
材購入費）の前年度差額分補助を行い、利用者や事業者の負
担軽減を図る。
②③R4.4月～R4.9月までの光熱費（電気・ガス・灯油・食材購入
費）について、前年度同時期比負担増加額を算定基礎として、
上限を設定した上で、実負担額補助
④市内の私立保育園、認定こども園、地域型保育所、放課後児
童クラブ

－ － － － R4.11 R5.3 対象事業所への支援率100％ HP、事業者に対し通知 R4補正（地）

21 R4 単 ○

中小企業等
エネルギー
高騰対策事
業継続応援
金

重点交付金 ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○

⑦中小企業に
対するエネル
ギー価格高騰

対策支援

90,447 88,859 88,859 1,588 

①新型コロナウイルス感染症と光熱水費などエネルギー価格や
物価高騰の影響を受け、収益が大きく減少している市内事業者
等に対し、応援金を給付し事業継続を支援する。
②補助金、委託料、給料
③
【応援金】　100,000円×800件=80,000,000円
【委託料】　8,000,000円
【職員人件費】2,447,000円
・会計年度任用職員：1,873,000円
・正職員（超勤）：574,000円
④市内に対象業種の事業所・店舗等を有する中小企業・個人事
業主

－ － － － R4.11 R5.3
全支援対象者に対する支援の実
施

HP、SNS、広報紙

https://www.city.fukus
hima-
date.lg.jp/soshiki/20/4
6554.html

R4補正（地）

22 R4 単 ○

伊達市農業
資材価格等
高騰対策事
業

通常交付金 ○
④-Ⅰ．原油価格高

騰対策
○ － 63,128 47,194 47,194 15,934 

①新型コロナウイルス感染症の影響と原油価格・物価高騰にお
ける次期作に向けた営農を支援するため、令和４年分税申告の
農業経費として申告した“諸材料費”及び“動力光熱費”の資材
高騰により上昇した経費の５割を目安に支援する。
②補助金、通信運搬費、印刷製本費、給料
③
【支援額】
　30,000円（平均支援額）×2,000件＝60,000,000円
【通信運搬費】508,000円
・郵送料往信：84円×2,700通＝226,800円
・郵送料返信：114円*1,500通＝171,000円
・郵送料振込通知：73円*1,500通＝109,500円
【印刷製本費】173,000円
　封筒、送付書類印刷等：172,359円
【職員人件費】2,447,000円
・会計年度任用職員：1,873,000円
・正職員（超勤）：574,000円
④市内に事業所を有する農業法人又は市内に住所を有する農
家及び畜産農家のうち令和４年分税申告にて50万円以上の農
業販売額がある者

－ － － － R5.3 R5.4以降
農業販売額が50万円以上の農家
への支援率80％

HP、広報紙
令和４年分の確定申
告をもとに対象者が決
定となるため

R4補正（地）


